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研究成果の概要（和文）：混合法（ミクスト・リーガル・システム、mixed legal system)の方法論に立脚し
て、信託及び信託類似の制度について、比較法制史的考察を行った。混合法における信託を考察するためには、
ローマ法の考察が不可欠であることを基本として、一方では古代ローマ法、古代ギリシア法を、他方では狭義混
合法（特に南アフリカ法）、広義混合法（バルカン法）を比較対象として、混合法としての日本法との比較を試
みた。特に、信託の公的コントロールにの多様なあり方を抽出し、ローマ法と信託法の伝播diffusionという視
点から長期にわたる法の展開の全体像と日本法の位置づけを得ることが出来た。

研究成果の概要（英文）：Japanese trust can be seen as a fruit of mixing the Anglo-American Common 
law with the Civil law which we received from France and Germany. This is why we turn to the South 
African law and the Roman Dutch law for comparison with our law. Focusing on the South African 
concept of "office" for the trustee, we extend our interest to the comparison of public control of 
trust and searched in the ancient laws of Rome and Greece on the one hand, and in the modern laws of
 mixed legal systems such as Scotland, Quebec, Louisiana on the other. We are also interested in 
modern codification in Balkan countries of Serbia, Croatia, and Montenegro to see how they managed 
the legal settings in which a trust or a trust-like institution could work, and how they arranged or
 not the public control to them.

研究分野：法制史、比較法
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究の出発点には、平成 20‐22 年度科
研費基盤研究(C)「ミクスト・リーガル・シス
テム研究序説―日本法の比較法的再定位と
実践的再構成―」、平成 23‐25年度基盤研究
(C)「ミクスト・リーガル・システム論による
日本法の比較法的再定位―条理、名誉棄損、
信託」がある。ミクスト・リーガル・システ
ム論はわが国ではこれまで十分に検討され
てこなかったが、日本法を分析・記述するた
めの有望な視角・方法である。これまでの基
盤研究から本研究を貫く基本的立場は、日本
法はミクスト・リーガル・システムであると
いう仮説であり、この観点から、混合に焦点
を当てた比較法方法論を追及すると同時に、
具体的な制度や概念（条理、名誉棄損、信託）
を通して同方法論が有効であるかを検証し
てきた。その結果、狭義ミクスト・リーガル・
システム（大陸法 Civil law と英米法
Common law の混合）概念も、広義ミクス
ト・リーガル・システム（あらゆる法の混合）
概念も二つながら日本法にとっては重要で
あり（分析概念として、また分類概念として）、
また日本法における複数法の混合を論ずる
際は、学説における混合と判例・実務におけ
る混合との相違を認識する必要がある、とい
う理解を得た。本研究はこれをふまえて、テ
ーマを信託に絞り、研究をより深化させるも
のである。 
 
２．研究の目的 
 
本研究「混合法における信託の比較法制史
的研究」は、近時社会的経済的に新たな重要
性を帯びるに至っている信託に対し、「混合
法（ミクスト・リーガル ・システム mixed 
legal system）」の方法的基礎に立って比較法
制史的分析を行うことにより、我国の信託法
研究に対して、理論的・実践的示唆を提供す
ることを目的とする。また、新たな比較対象
（混合法域）を設定することにより、機能主
義的方法論のもと「先進国」との二国間比較
に終始してきた 我国の比較研究に新機軸を
提供する。 

 
３．研究の方法 
 
 本研究の方法論的特徴は、混合法論を用い
ることであるが、第一に、信託を論ずるのに
ローマ法の分析を不可欠とすること、第二に、
狭義の信託のみでなく、より広く信託の用い
られる法的状況に対する他の対応方法、信託
類似の制度を問題とすること、第三に新しい
比較の対象（狭義混合法、古代法、バルカン
法）を設定すること、第四に各国を分離され
た個別例としてとらえるのでなく、法の普
及・伝播・拡散 diffusion の一環としてとら
える（信託法の大航海）視点を採用すること、
といった点が独自の特徴である。以下にこれ

らの要点を述べる。 
（１）本研究は英米法と大陸法の混合法（狭
義ミクスト・リーガル・システム）から出発
する。特に蘭英の二度の植民地経験を有する
南アフリカは、非法典国であり、「ローマン・
ダッチ・ロー（Roman-Dutch Law）」が「コ
モン・ロー」かつ実定民法である。スコット
ランドも影響をうける「ローマ＝オランダ
法」の理解無くして混合法における信託制度
の理解は不可能である。 
（２）本研究では、ローマ法のみならず古代
ギリシア法を比較対象とする。法廷弁論を素
材として、相続、後見の問題を信託と対照さ
せながら分析する。 
（３）広義混合法の法域としてバルカン法を
比較対象として設定し、その近代化、法典化
における信託類似制度の取り扱いを分析す
る。 
（４）信託法を含む英コモン・ローの世界的
普及の過程、ローマ法の世界的伝播の過程を
たどり、日本法を東回りと西回りの diffusion
経路の合流する点としてとらえることを試
みる。 
 
４．研究成果 
 
(1)南アフリカ信託法の研究を通じて、同法
の信託の構成の重要な特徴は、受託者の法的
地位を office としてとらえることに見いだ
された。Office の公的側面が裁判所等による
公的介入による受託者・信託のコントロール
を可能とする、とされる。この点をとらえて、
様々な法における信託類似制度、信託が要請
されるような法的状況に対する対処につい
て、同様の公的コントロールの仕組みを探求
した。 
 通常、信任義務の法的コントロールという
角度から論じられるこの問題に対し、比較法
制史的検討を通して以下のような考察が得
られた。 
 古代ギリシアにおいては、相続、後見をめ
ぐる事件において、当事者が限られるディケ
ーと並んで、誰もが訴訟提起できるグラペー
の手続きが開かれていることが注目される。
こうすることによって特に未成年等の財産
管理が「一般」の監視のもとに置かれるので
ある。法廷弁論(デモステネス弁論 36，37，
38 番)を通じて、具体的にどのような事件で、
誰によって、どのようにこれが提起されるの
かが観察され、そこには同時に、互酬性から
対価の要求へと変化する社会の変質が看取
される。 
 なお、ローマばかりでなく古代ギリシアに
興味深い比較法の素材が求め得ることに関
しては、より一般的にも論じた（業績）。 
 ローマ法では、fides の問題として歴史的
な展開が見られる。当初 fides に支えられた
慣習上の制度として生じた fideicommissum
（信託遺贈）は、ローマ市民法システムの外
で機能していたが、アウグストゥス帝が、信



託遺贈に法的拘束力を認めて以降、ローマ市
民法、特に相続法システムの中で、システム
そのものを大きく展開させていった。文言の
形式を法的効果の根拠とする方法から意思
を中心とした解釈方法へ導き、法を複雑な要
請に適応させていったのも信託遺贈の影響
が大きい。また、信託遺贈はきわめて多様な
場面で機能していたが、そのうち almnus と
いう里子、養子が受益者となるケースをいく
つか取り上げた。また、bona materna という
家子が実母を相続して得た財産をめぐる信
託遺贈例から、家長のみが財産権を有すると
考えられていたローマ法の原理にはいくつ
かの留保されるべきルールが背後にあった
ことが明らかになった。 
 バルカン法においてみられる大家族ザド
ルーガにおいて「相続」が発生すると、ここ
に教会の関与が見られる。このような「公的」
コントロールが、近代民法の成立とともにい
かに処理されていくかが問題となる。モンテ
ネグロにおいて、ヴァルタザール・ボギシッ
チが 1888 年一般財産法典を策定し、家族法
に関する分野は法典化の対象から外したこ
とが一つの回答の仕方と考えられるが、この
点は今後より詳細な検討を要する。これにつ
いて基盤研究(C)「ミクスト・リーガル・シ
ステムにおける慣習法の位置」を開始した。 
 日本法における「業法」を通じての信託統
制も公的コントロールの一つと考えられる
であろうか。 
(2)ローマン・ダッチ・ローについて 
信託遺贈の現代的展開として、南アフリカ
の遺言信託にかかわる重要判例をとりあげ、
引用されたローマ法文の分析を試みた。これ
らの例は、母や祖母からの財産の信託遺贈、
養子、未成年者への遺贈と関わっている。南
ア判例では、法的判断の根拠となる家族関係
のパターンと法理を介して、ローマ法を根拠
として新たな法理を生み出していることが
わかった。 
(3)信託法の diffusion 
16 世紀までのイングランドにおける信託
法の発展に接続する形で、南アフリカやイン
ドといった、18 世紀・19 世紀のイギリスの
植民地支配と信託法の導入について、歴史的
観点から調査を行い、イングランドから東周
りに南アフリカ、インドを経て日本、また西
回りに北米大陸を経て日本へという信託の
世界的な伝播を追う形で検討を深めていっ
た。さらに、アメリカにおけるニューヨーク
民法典草案、ルイジアナ民法典、カリフォル
ニア民法典、テキサスの信託立法、さらにア
ジアにおける韓国、台湾、中国の信託立法に
まで検討の幅を広げ、これらの信託立法間の
連関まで射程に入れた検討を行った。 
 
 以上総じて、信託における公的コントロー
ルの法制史的比較という試み、混合法地域と
日本法との比較、混合法としての日本法の把
握という本研究のアプローチは、国内外を通

じて新しい分析であった。成果については特
に海外で積極的に発表し、活発な討議を行う
ことが出来た。 
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